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調査の目的

 路上喫煙の実態を調査し、その推移を確認することで、路上喫煙防止

対策事業の効果測定を行う。

 市内全域の路上喫煙禁止の実施に向けて、各地点の路上喫煙率を確認

することで、路上喫煙の状況を確認し、今後の対策検討に活かす
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調査概要

 調査日：令和５年１０月２日（月曜日） 天気：晴れ

 調査方法：調査員の目視による通行者及び路上喫煙者の計測

 調査地点：市内全域４９地点（２４区）

（前回調査から１３地点増やし、全区を調査対象とした）

これまで調査していない行政区においては主要駅周辺

を調査地点として追加した

 調査時間帯：４つの時間帯に分けて、合計６時間の調査を実施
①７時３０分から９時
②１１時３０分から１３時
③１４時３０分から１６時
④１７時３０分から１９時
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調査結果①

エリア別 H18 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R5

①禁止地区 2.57% 0.38% 0.41% 0.23% 0.23% 0.22% 0.20% 0.16% 0.08% 0.13% 0.16% 0.09% 0.16% 0.08％ 0.26％ 0.20％

②たばこ市民マナー

向上エリア
0.81% 0.43% 0.70% 0.42% 0.28% 0.24% 0.23% 0.08% 0.11% 0.12% 0.14% 0.15% 0.15% 0.23％ 0.40％ 0.20％

③上記以外 2.30% 1.33% 1.39% 1.09% 1.15% 0.91% 0.66% 0.47% 0.39% 0.39% 0.33% 0.30% 0.20% 0.29％ 0.24％ 0.33％

④全域 1.77% 0.78% 0.92% 0.65% 0.65% 0.52% 0.36% 0.25% 0.22% 0.23% 0.22% 0.18% 0.17% 0.21％ 0.30％ 0.26％

喫煙率＝喫煙者数÷通行者数
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調査結果②

時間帯
令和３年度
喫煙率

令和５年度
喫煙率

増 減

７時３０分から９時 0.41％ 0.31％ △0.10％

１１時３０分から１３時 0.36％ 0.28％ △0.08％

１４時３０分から１６時 0.24％ 0.28％ ＋0.04％

１７時３０分から１９時 0.20％ 0.20％ ±0％

全体 0.30％ 0.26％ △0.04％

たばこの種類 令和３年度（割合） 令和５年度（割合） 増減（割合）

紙巻きたばこ 956人（68％） 979人（58％） +23人（△10％）

加熱式たばこ※１ 450人（32％） 700人（42％） +250人（＋10％）

合 計※２ 1,406人 1,679人 ＋273人

 たばこの種類による比較

 時間帯別喫煙率

※１目視による調査のため、加熱式たばこの中には電子たばこも一部含まれている。

４※２前回調査から調査地点を追加しているため、合計人数が増加している。



調査報告①

 前回の調査結果との比較

・①禁止地区、及び②たばこ市民マナー向上エリアにおいて喫煙率が低下

⇒ 路上喫煙対策への認知が進んだ

・③上記以外 において路上喫煙率が上昇

⇒ ①禁止地区及び②たばこ市民マナー向上エリア以外の駅周辺において、路上

喫煙率が高い

・加熱式たばこの路上喫煙率が上昇

⇒ 火を扱わないことや、紙巻たばこと比べ煙が少ないことから、加熱式たばこ

は路上喫煙の抵抗感が低いと推察される
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調査報告②

 今回の調査結果を踏まえた対応

・駅周辺における路上喫煙対策の啓発強化を検討

・加熱式たばこの喫煙者への啓発を検討

・引き続き定点調査を実施し、市内全域の路上喫煙禁止の実効性を確認していく
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